
　

都市再生整備計画（第５回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 104 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題  

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

基準年度 目標年度

人／日 平成20年度 平成26年

百万円／年 平成16年度 平成26年

　 　 　　 　
　 　 　

中心市街地の歩行者・自転車通行
量

調査日（平日、休日：10月～１１月）の市内中心商店街周辺
３箇所の歩行者・自転車の通行量

人が訪れることによる賑わいの指標としては、まちなか市民交流プ
ラザや観光物産館の整備、空き店舗・空き家等の活用や、各種イ
ベントとの連携などによって、中心市街地を訪れる人が増加するこ
とが考えられることから、住民や来街者などの歩行者・自転車通行
量が適していると考えられ、本指標に設定する。

１，８１８人／日　
１,８８０人／日
（約３.４％増）

中心市街地商店街の年間小売販
売額

商業統計調査に基づく中心市街地商店街の年間小売販売額

中心市街地活性化にとって商業機能の活性化、特に中心商店街
の活性化は不可欠な要素であり、そのためには中心商店街全体
の魅力の向上を図る必要がある。なお、これまで独自に調査をした
経過はありませんが、本計画を策定するにあたって、商業統計調
査採用することで十分に指標となりうるものと考え、本指標に設定
する。

２，４６９百万円　
２,４７０百万
（約±0％）

大目標：『住んでよし、訪ねてよし、和で織りなす味わいのある美しい城下町』
～歴史と伝統から織り上げられた文化が発酵する味わいのあるまちの特性を活かし、1200年間の資産を守り、育み、つなぐ、和で織りなす美しいまちをつくる～
目  標１：  城下町や羊羹など地域の特徴を活かした交流人口の拡大
目  標２：　魅力的な都市・商業空間の充実による暮らしやすい環境づくり

「小城」は、大和のクニを中心とした勢力に抵抗したこの地の人々が立て篭もった堡（おき）が「小城」になったと奈良時代に編纂された「肥前国風土記」は伝えている。中世に入ると武士の時代となり、鎌倉幕府より恩賞地として小城の地を得た千葉氏が下総
国（現千葉県）より下向し、千葉城を中心に勢力を広げ、戦国時代には佐賀、小城、杵島の一帯を治め、肥前の国主とまで言われて繁栄した。戦国時代の動乱を経て、江戸時代小城の地は、小城鍋島藩七万三千石の領地となり、自楽園、藩邸を中心に周辺
に小路（くうじ）と呼ばれる武家屋敷がつくられ、まちが発展し現代のまちの原型が形作られた。特に小城町の上・中・下三町の祇園社通りの建設は千葉氏の高い文化水準を受け継いだ鍋島氏の壮大なスケールの都市計画によるものであったと考えられる。
　江戸時代には「手漉き和紙」や「素麺」が商工都市小城の中心産業として盛んに生産されていた。また、小城は中世より交通の要衝であり、肥前の産業ネットワークの中心地としても栄えていた。明治後は、廃藩置県、郡県制への移行などがあり、日本が近
代国家へ変貌していくのに合わせて小城も近代的制度へ移行していきた。この間、養蚕業・製糸業や製粉業が活発になり、近代的な製紙・製糸工場の建設も行われている。明治初期に「小城羊羹」の製造も始まり、日清・日露両戦役を通じて軍の甘味品とし
て太平洋戦争終結まで納入され、今日の小城の特産品となっている。明治１３年に、小城に戸長役場が置かれ、明治２２年町村施行により、戸長役場の管轄区域を受け継ぎ小城町、牛津村、岩松村、晴田村、三里村、三日月村、砥川村、芦刈村が置かれ
た。明治３６年には、鉄道（唐津線）が開通。昭和７年に城下町として発展した小城町を中心に岩松村、晴田村、三里村が合併し、小城町が誕生。そして、平成１７年３月、小城郡４町の合併により小城市が誕生している。
現在、旧城下町を中心とした中心市街地地区は、居住人口の減少と高齢化が進み、かつて中心として栄えてきた旧来の中心市街地は、商業者の高齢化・後継者不足、公共公益施設の郊外移転、都市福利施設の撤退、移転などが進み、産業やコミュニティ
の衰退により、現代まで貴重な資産を支えてきた街の｢顔｣としての求心力が急速に失われている。

○中心市街地は人口が減少
中心市街地の人口は、平成１７年には平成１２年の約９７.６％となっている。
○中心市街地は密度の希薄化
概ね中心市街地は、人口集中地区（人口密度が１K㎡あたり約4,000人の地区が集合し、合計人口が5,000人以上の地域）に含まれている。中心市街地の人口密度は、平成１２年の５５.１人／haから平成１７年の５３.８人／haと、人口集中割合は薄くなってい
る。
○中心市街地の高齢化
年齢別（大分類）の構成比を見ると、市全体、中心市街地ともに少子高齢化の傾向にある。中心市街地の６５歳以上の高齢者の割合は高くなっており、平成１２年２３．４％から平成１７年の２５.４％と、４人に１人は高齢者となっている。市全域の高齢者の割合
２０.９５％と比べて急速に高齢化が進んでいる。
○中心市街地の商店街の空洞化
商業統計調査による平成３年の店舗数１０７店から平成１６年７２店となっている。また、年間小売販売額は、平成３年４７２６百万円から平成１６年２４６９百万円に減少している。
　以上のように中心市街地は、小城市全域の人口動向と比較して人口、世帯数ともに減少傾向にあり、平成７年から約２.４％減少している。世帯あたりの人員数も減少していることから、核家族、単身世帯が増加していると見られる。居住者の高齢化も進んで
おり、今後は、福祉サービスの提供が必要な単身高齢世帯の増加も予想される。 また、中心市街地の商業においては、中心商店街から大型スーパーが撤退し、市街地周辺へのロードサイド店の出店や隣接市への郊外型大規模小売店の進出、購買手段の
多様化等、中心市街地の商業の環境は大きく変貌し、著しく売上額が減少するとともに、後継者不足等に伴う空き店舗の増加により、空洞化が急速に進行している。
　こうした少子高齢化の進展が小城市全域と比較して早いことや商業の空洞化は、これまで地域の歴史文化遺産を継承してきた商店街や地域コミュニティを支える組織の維持に影響を及ぼしており、中心市街地の活力の衰退が進んでいる。

・小城市総合計画では、生活基盤分野を重視する市民ニーズを踏まえ、また、定住人口・交流人口の増加と市の一体的発展に向け、本市の優れた特性である県央性を最大限に生かす視点に立ち、市民の合意に基づく計画的かつ調和のとれた土地利用の
もと、人々が集う魅力ある市街地の形成をはじめ、定住基盤となる住宅・宅地の整備、道路・交通・情報ネットワークの整備など、便利で秩序ある都市基盤の整備を進めていく必要があると明記しています。
・小城市都市計画マスタープランでは、合併新市の都市構造において、小城中心市街地を市の「中心拠点」と位置づけるとともに、市街地整備の基本的な考え方として、拡大拡散型の市街地形成の考え方を転換し、今後の人口減少社会における少子・高齢
化の進展や財政の効率的運営による持続可能な都市経営に着目し、コンパクトなまちづくりの必要性を打ち出しています。
・都市再生整備計画では、中世肥前千葉氏、近世小城鍋島氏の城下町として発展した歴史・文化を持つ中心市街地は、千葉城址、小城鍋島氏の庭園であった小城公園や武家屋敷、町屋、多くの寺社等が今もなおその面影を残すなど、優れた景観とともに、
清水川から祇園川、そしてまちなかへと引き込まれた名水百選の水の流れ（水脈）が人々に潤いを与え生活の質を高めています。そうした地域遺産や文化的景観は、地域経済に貢献するものであり、保存・活用事業が最終的に雇用増加に繋がり、社会・文
化・経済活動を活発化させます。また、まちなか観光などの新しいビジネスを創発するとともに、交流人口の拡大により商業などの地域産業の再生にも寄与していくことになります。以上から、地域の持つ歴史・文化資産を守り、育み、未来へつなぐとともに、活
用することにより「訪ねてみたい」「住んでみたい」「住み続けたい」と思われる、多様な味わいのある美しいまちづくりを、本市の中心市街地活性化の将来像と設定しています。

指　　標 単　位 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値
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計画期間 交付期間 26



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

　

方針に合致する主要な事業

整備方針１（既存ストックの活用と中心市街地活性化再活性化拠点施設を核・起点とする賑わいの創出による誘客）
市民や観光客等が中心市街地に気軽に訪れ、交流できる場を提供するとともに、社会・文化・経済活動を通じて全市民が感
受できる活性化施策を実施することで笑顔があふれる賑わい空間を創出する。城下町の風情が味わえる歴史文化資産の
復元・保存活用等により多くの人々を引きつける魅力を創出する。将来像に掲げた「住んでよし、訪ねてよし、和で織りなす
味わいのある美しい城下町」を実現するために、まちなかの本物志向の観光創造と城下町の風情を残る建造物を保全・活
用するとともに、城下町や羊羹など地域の特徴を活かした新たな魅力を創出し、交流人口の拡大を図る。
また、既存のストックを活用した新たな拠点施設の整備や効果的なイメージ戦略事業等のソフトとハードの包括的実施によ
り観光客や市民のニーズ・課題の解消を図り、観光客等の増大はもとより、滞在時間の延長を促すことにより、観光消費額
の増を図り、商店街における従業員の増加等の雇用環境の改善等その波及効果を地域に拡大させる。

・高次都市施設（基幹事業／再活性化拠点整備プロジェクト・まちなか市民交流プラザ整備 ）
・まちなか市民交流プラザ等施設整備基本計画策定事業（提案事業）
・小城城下町・羊羹のまちの駅ネットワーク構築事業（提案事業）
・小城公園高質化推進事業・園内サインの計画整備(提案事業）
・書聖・中林梧竹没後100年記念事業（提案事業）
・事後評価事業（提案事業）
・レンタサイクル社会実験（関連事業）
・小城PAスマートインターチェンジ整備事業　（関連事業）
・各種サイン整備事業（情報案内板）（関連事業）
・小城屋根のない博物館事業（関連事業）
・小城公園おもてなし茶屋社会実験事業（関連事業）
・小城公園おもてなし茶屋整備事業(関連事業）
・観光物産館整備事業（関連事業）
・観光ボランティアガイド事業（関連事業）
・小城祇園700年祭プロジェクト（関連事業）

整備方針２（交通環境の改善及び良好な景観形成による魅力的で暮らしやすい都市・商業空間の創造）
将来像に掲げた「住んでよし、訪ねてよし、和で織りなす味わいのある美しい城下町」を実現するために、誰もが安全に安心
して歩いて暮らすことができるコンパクトシティの考えに基づき、商業をはじめ各種都市機能が街なかに集積するとともに、
良好な山並み景観と祇園川からの水の流れが生活に潤いと質感を与えるような都市・居住空間を保全・整備する。また、街
全体として何となく質の高さを感じることができる良好な景観形成を推進する。さらには、城下町の歴史・文化的雰囲気に浸
りながら中心市街地における多様な住み方やライフスタイルを満足させる住環境の提供が可能なシステムを構築する。

・地域生活基盤施設（基幹事業／勢屯ポケットパーク整備事業、JR小城駅周辺環境整備事業・駅前広場整備、JR小城駅周辺環境整備事
業・駐車場整備、JR小城駅周辺環境整備事業・駐輪場整備、JR小城駅周辺環境整備事業・情報案内板整備）
・高質空間形成施設（基幹事業／小城公園高質化推進事業・エントランス広場等の整備）
・商店街元気づくり事業（提案事業）
・中心市街地商店街再生エリアマネジメント推進事業（提案事業）
・中心市街地まちづくり活動支援事業（提案事業）
・ＪＲ小城駅周辺環境整備事業・整備計画策定事業(提案事業）
・中心市街地景観形成ガイドライン作成事業（提案事業）
・JR小城駅周辺環境整備事業・駅舎修景整備(提案事業）
・JR小城駅周辺環境整備事業・防犯カメラ整備(提案事業）
・風情ある公園道路整備事業・市道小城公園・本告線（関連事業）
・風情ある道路（小路）整備事業・市道大手町岡町線（関連事業）
・風情ある道路（小路）整備事業市道・桜岡小学校・鯖岡線（関連事業）
・商店街等景観整備事業（ファサード整備支援）（関連事業）
・市道北小路市民病院線改良事業（関連事業）
・県道小城富士線整備事業（関連事業）
・都市計画道路小城駅千葉公園線整備事業（関連事業）
・まちなか居住推進事業（関連事業）
・住まい・まちづくりアシスト制度（関連事業）
・循環バス運行事業(関連事業）
・放課後児童クラブ室整備推進事業（関連事業）
・小京都小城町あかりイベント（関連事業）

自 然 
（自然美） 

 

 
伝 統 
（伝統美） 

 

 
機 能 
（機能美） 

 

小城らしい美しい景観

（まち） 

伝統美と機能美と自然美が高次元で融合した和で織りなす美しい景観

（まち）形成を目指す 

1200年の歴史（伝統美）と居心地のよさ（機能美）さらに自然の豊かさ
（自然美）を感じるために、視覚に訴えるまちづくりを実施する 

小城らしさ（小城スタイル）の創出 

「自然」＋「景観」＝

「自然美」  

「伝統」＋「景観」

＝「伝統美」  

「機能」＋「景

観」＝「機能美」  

○景観・デザイン 
・建築協定（まちづくり協定）の締結支
援 
・中心市街地景観形成ガイドライン作
成 

・沿道商店街ファサード整備改修支援 
・サイン・ストリートファニチュア整備 

・公共空間整備(小城公園高質化推進、

○経済再生 
・観光物産館等整備 
・空き店舗対策 
・チャレンジ起業支援 
・歴史的建築物等の保全・活用 

・屋根のない博物館事業との連携 
・小城城下町／羊羹のまちの駅ネット
ワーク構築事業 

小城どこでんミュージアム 

◆城下町と羊羹など地域の特徴を活かした交流人口の拡大 

◆魅力的な都市・商業空間の充実による暮らしやすい環境づくり 

まちなか市民

交流センター 
・市民交流プラザ 

・まちづくりプラザ 

・情報発信プラサ 

 

観光物産館 
・小城羊羹センター 

・ファーマーズマー

ケット 

 

連携 

・市民交流拠点 

・まちづくりの拠点 

・広域観光交流の拠点 

中心市街地再活性化拠点施設整備 
ま
ち
の
駅
・
小
城
 

道(

路
）
の
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・
小
城
 

自 然 
（自然美） 

 

 
伝 統 
（伝統美） 

 

 
機 能 
（機能美） 

 

小城らしい美しい景観

（まち） 

伝統美と機能美と自然美が高次元で融合した和で織りなす美しい景観

（まち）形成を目指す 

1200年の歴史（伝統美）と居心地のよさ（機能美）さらに自然の豊かさ
（自然美）を感じるために、視覚に訴えるまちづくりを実施する 

小城らしさ（小城スタイル）の創出 

「自然」＋「景観」＝

「自然美」  

「伝統」＋「景観」

＝「伝統美」  

「機能」＋「景

観」＝「機能美」  

○組織 
・中心市街地活性化協議会設立 

・まちづくり会社の組成 
・まちの駅ネットワークの構築 

・中心市街地活性化協議会支援事業

（アドバイザー派遣、タウンマネー

ジャー設置等） 

○イベント・プロモーション 
・既存イベントの連携実施 
・観光ボランティアガイド事業 

・中心市街地プロモーション推進事業 
・小城祇園７００年祭プロジェクト 

・小京都小城まちあかり事業 
 

○景観・デザイン 
・建築協定（まちづくり協定）の締結支援 
・中心市街地景観形成ガイドライン作成 

・沿道商店街ファサード整備改修支援 
・サイン・ストリートファニチュア整備 

・公共空間整備(小城公園高質化推進、ポ

ケットパーク・小城駅修景・広場整備等) 
・風情ある小路(道路)づくり事業 
 
 

○経済再生 
・観光物産館等整備 
・空き店舗対策 
・チャレンジ起業支援 
・歴史的建築物等の保全・活用 

・屋根のない博物館事業との連携 
・小城城下町／羊羹のまちの駅ネットワーク
構築事業 

・商店街エリアマネジメントの促進 

コミュニティ 
・まちなか市民交流プラザ整
備 
・中心市街地地区協働のまち
づくり支援事業 

 

居住 
・まちなか市民交流プラザ整備 

・住宅相談会 

・まちなか居住推進事業 
・子育て支援事業 

・歩道空間整備 

 

交通・アクセス 
・循環バス運行事業 

・小城駅バリアフリー化 
・小城PAスマートIC設置 

・街路、道路整備 

・レンタサイクル社会実験 
 

小城どこでんミュージアム 

◆城下町と羊羹など地域の特徴を活かした交流人口の拡大 

まちなか市民

交流センター 
・市民交流プラザ 

・まちづくりプラザ 

・情報発信プラサ 

・子育て支援プラザ 

 

観光物産館 
・小城羊羹センター 

・ファーマーズマー

ケット 

 

連携 

・市民交流拠点 

・まちづくりの拠点 

・広域観光交流の拠点 

中心市街地再活性化拠点施設整備 



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

市 直 219.1㎡ 22 22 22 22 17.6 17.6 17.6 17.6

市 直 1,850㎡ 24 26 24 26 145.0 145.0 145.0 145.0

市 直 312.3㎡ 24 26 24 26 3.7 3.7 3.7 3.7

市 直 849.3㎡ 24 26 24 26 127.0 127.0 127.0 127.0

市 直 １箇所 25 26 25 26 4.0 4.0 4.0 4.0

高質空間形成施設 市 直 8,828㎡ 23 26 23 26 255.0 255.0 255.0 255.0

高次都市施設 市 直 4,722㎡ 24 26 24 26 1,231.0 1,231.0 1,231.0 1,231.0

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,783.3 1,783.3 1,783.3 1,783.3 …A0.0

住宅市街地
総合整備
事業

再活性化拠点整備プロジェク
ト・まちなか市民交流プラザ
整備

小城公園高質化推進事業・
エントランス広場等の整備

－

－

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

地域生活基盤施設

勢屯ポケットパーク整備事業

JR小城駅周辺環境整備事
業・駅前広場整備

JR小城駅周辺環境整備事
業･駐車場整備

JR小城駅周辺環境整備事
業・駐輪場整備

JR小城駅周辺環境整備事
業・情報案内板整備

交付対象事業費 1,931.6 交付限度額 869.2 国費率 0.45

交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分



提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

市 直 － 23 23 23 23 9.45 9.45 9.45 9.45

市 直 － 22 26 22 26 70.4 70.4 70.4 70.4

市 直 － 22 22 22 22 2.89 2.89 2.89 2.89

市 直 － 23 26 23 26 1.0 1.0 1.0 1.0

市 直 － 22 24 22 24 4.3 4.3 4.3 4.3

市 直 サイン21基 25 26 25 26 20.0 20.0 20.0 20.0

市 直 － 23 23 23 23 2.37 2.37 2.37 2.37

市 直 － 25 26 25 26 29.0 29.0 29.0 29.0

市 直 5ケ所 26 26 26 26 1.1 1.1 1.1 1.1

市 直 － 23 23 23 23 1.1 1.1 1.1 1.1

市 直 － 24 24 24 24 2.1 2.1 2.1 2.1

市 直 － 26 26 26 26 4.6 4.6 4.6 4.6

－

－

－

合計 148.3 148.3 148.3 148.3 …B
合計(A+B) 1,931.6

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
中心市街地活性化協議会 厚生労働省 ○ Ｈ22 Ｈ26 5

市 国土交通省 　 ○ H24 H29 277

市 ○ Ｈ26 20

市 　 　 ○ Ｈ26 H29 15

市 ○ Ｈ26 H29 33

市 ○ Ｈ26 H29 32

市 　 　 　 ○ Ｈ20 Ｈ25 20

市 － ○ Ｈ23 Ｈ24 4

市 ○ Ｈ26 8

市 200㎡ ○ Ｈ26 69

民 866㎡ ○ Ｈ23 Ｈ25 137

市 － ○ Ｈ21 Ｈ26 1

市 国土交通省 L=170m ○ 　 Ｈ19 Ｈ22 29

県 国土交通省 L=2,250ｍ ○ Ｈ12 Ｈ26 1,175

県 国土交通省 Ｌ＝390ｍ ○ Ｈ21 Ｈ27 1,317

市 － 〇 Ｈ24 Ｈ26 15

市 － ○ Ｈ22 Ｈ26 1

市 国土交通省 ○ Ｈ17 H26 90

市 ○ Ｈ2 Ｈ26 171

市 － ○ Ｈ23 Ｈ26 9

市 － ○ Ｈ26 7

合計 3,430

小京都小城まちあかりイベント 小城公園周辺

桜岡放課後児童クラブ室整備推進事業 中心市街地地区内

小城祇園700年祭プロジェクト 小城町上町・中町・下町地区

まちなか居住推進事業 中心市街地地区内

住まい・まちづくりアシスト制度（住宅相談窓口設置） 中心市街地地区内

循環バス運行事業 中心市街地及び市内全域

市道北小路市民病院線改良事業 市道北小路市民病院線

県道小城富士線整備事業 県道小城富士線

都市計画道路小城駅千葉公園線整備事業 都市計画道路小城駅千葉公園線

小城公園観光おもてなし茶屋整備事業 小城公園エントランス

観光物産館整備事業 小城市役所小城庁舎跡地

観光ボランティアガイド事業 中心市街地及び市内全域

小城屋根のない博物館事業　 中心市街地及び市内全域

小城公園おもてなし茶屋社会実験事業 小城公園エントランス

商店街等景観整備事業（ファサード整備支援） 中心市街地商店街

風情ある公園道路整備事業・市道小城公園・本告線 中心市街地地区内

風情ある道路（小路）整備事業・市道大手町岡町線 中心市街地地区内
風情ある道路（小路）整備事業・市道桜岡小学校・鯖岡線　 中心市街地地区内

レンタサイクル社会実験 中心市街地地区内
小城PAスマートインターチェンジ整備事業 中心市街地外縁部

各種サイン整備事業（情報案内板） 中心市街地地区内

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

事後評価事業 中心市街地地区内

－

中心市街地景観形成ガイドライ
ン（デザインコード）作成事業

中心市街地地区

書聖・中林梧竹没後100年記念
事業

中心市街地地区内

JR小城駅周辺環境整備事業・
駅舎修景整備

JR小城駅

JR小城駅周辺環境整備事業・
防犯カメラ整備

JR小城駅

細項目 うち民負担分

小城公園高質化推進事業・園
内サインの計画整備

小城公園内

JR小城駅周辺環境整備事業・
整備計画策定事業

JR小城駅周辺

小城城下町・羊羹のまちの駅
ネットワーク構築事業

中心市街地商店街

地域創造支
援事業

まちなか市民交流プラザ等施
設整備基本計画策定事業

小城市役所小城庁舎周辺

商店街元気づくり事業 中心市街地商店街

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

中心市街地商店街再生エリア
マネジメント推進事業

中心市街地商店街

中心市街地まちづくり活動支援
事業

中心市街地地区内

交付期間内事業期間



都市再生整備計画の区域

小城中心市街地地区（佐賀県小城市） 面積 104 ha 区域 小城市小城町の一部

。

計画対象（104ha） 
0 200 1000 

N 

小城中心市街地地区（104ha) 

国道203号 
JR唐津線 

ＪＲ小城駅 

小城市役所 

小城公園 

市民病院 

小城中学校 

小城高校 

桜岡小学校 

バスセンター 


